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ケーブルテレビの伝送路の現状 総務省「ケーブルテレビの現状」
（平成29年2月） より転載
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総務省「ケーブルテレビＷＧ」
（平成28年11月）公開資料より転載
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ケーブルテレビにおける衛星放送の再放送方式
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方式 概 要 伝送路 加入者設備 伝送路・受信設備の観点での長所・短所

トラン
スモ
ジュ
レー
ション

受信した信号の
変調方式をHEで
QAMに変換し、
770MHzまでの放
送帯域において、
6MHz/chで伝送

する

同軸
HFC
FTTH

770MHz対応
の受信設備
において、
STBで受信

〇UHF帯域までの伝送なので、既存棟内設備への
つなぎ込みが容易

〇ほとんどの場合、棟内設備の改修が不要
●視聴するテレビごとにSTBが必要
●衛星チャンネルの増加が他のサービスの伝送
帯域を圧迫する

●高度BS/CSでは256QAMが必須となり、伝送路
の特性改善が必要な場合がある

ＩＦパス
スルー

受信パラボラアン
テナからのIF信号
をHEで一括して
E/O変換し、光信
号で伝送する

FTTH

加入者の
V-ONUでIF信
号に戻し、

BS/CSチュー
ナ付きTV等

で受信

〇IF伝送なので一般TV等で受信でき、STBが不要
〇衛星チャンネルが増加しても、他サービスの伝
送帯域を圧迫しない

●FTTH伝送路でしかサービスできない
●伝送帯域の拡大によりV-ONUの改修・取替えが
必要な場合がある

●棟内設備が所要の帯域に満たない場合は改修
が必要


